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●2016年度全校生数
１年生 ２年生 ３年生 合計

普通科

男子 161 165 166 492

女子 110 95 56 261

計 271 260 222 753

情報 
会計科

男子 25 19 32 76

女子 17 17 12 46

計 42 36 44 122

機械科 98 77 100 275

計 411 373 366 1150

●2015年度就職数

区分 ３年生
在校数

就職
希望者 内定者

普通科

男子 121 23 22

女子 68 11 9

計 189 34 31

情報
会計科

男子 27 9 9

女子 22 4 4

計 49 13 13

機械科 72 39 38

合計 310 86 82

●2015年度生徒進学数	 	 	 	
国立大学 公立大学 私立大学 短期大学 専修学校等

計
県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外

男子 0 0 0 0 49 35 4 0 37 9 134

女子 0 0 0 0 17 5 0 3 20 8 53

合計 0 0 0 0 66 40 4 3 57 17 187

2015年度進学・就職状況 ・ 
2016年度生徒数



　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
会
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

山
陽
高
等
学
校
で
は
、
５
年
前
に
男
女

共
学
化
を
し
て
以
来
、
女
子
生
徒
の
同
窓

会
員
を
迎
え
る
の
は
今
年
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
新
た
に
女
子
生
徒
90
名
、
男

女
合
計
で
は
３
０
８
名
を
新
会
員
と
し
て

迎
え
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
、
男
子
生
徒
だ
け

で
な
く
女
子
生
徒
も
活
躍
し
て
お
り
、
県

大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
学

校
全
体
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
活
性
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
一
方
、
進
学
実
績
に
お
い
て

も
昨
年
度
末
は
共
学
化
後
、
女
子
の
公
立

大
学
合
格
者
が
出
る
な
ど
向
上
し
て
き
て

お
り
、
文
武
両
道
で
成
果
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
工
事
に
着
手
し

て
お
り
ま
し
た
新
校
舎
が
、
い
よ
い
よ
本

年
７
月
に
完
成
し
ま
す
。
新
校
舎
は
鉄
筋

４
階
建
て
で
、
現
行
の
３
館
を
一
つ
に
集

約
し
た
巨
大
校
舎
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
は
創
立
１
１
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、学
園
は
今
、

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、
同
窓
会
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
、
山
陽
高
等
学

校
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
学
校
・
生

徒
支
援
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
母
校
の
発
展
及

び
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
今
後
と
も
、
物

心
両
面
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
同
窓
大
会
は
、
来
る
６

月
18
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

広
島
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
大

会
当
日
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
を
は
じ

め
、
同
期
会
、
各
支
部
、
先
生
を
囲
む
会
、

最
近
の
卒
業
生
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
ご
準

備
す
る
ほ
か
、
女
子
の
卒
業
生
・
会
員
の

皆
様
方
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
女
子
の

テ
ー
ブ
ル
も
ご
準
備
し
ま
す
。
懐
か
し
く

大
い
に
楽
し
い
大
会
に
な
る
よ
う
企
画
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
の
激
動
の
社
会
を
生
き
て
い
く
中
で
、

日
頃
か
ら
人
と
人
と
の
出
会
い
や
絆
を
大

事
に
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
不
可
欠
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か

ら
も
、
同
窓
大
会
は
有
意
義
な
場
と
言
え

ま
す
の
で
、
是
非
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
同
窓
会
活
動
の
場
へ
も
積
極
的
に
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
併
せ
て
、
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

山陽同窓会

（昭和 39 年  普通科卒）

（昭和 35 年  普通科卒）

会　長　城　戸　常　太
（広島県議会議員）

学校法人  広島山陽学園
理事長　市　原　則　之

　

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
我
が
母
校
山
陽
学
園

の
理
事
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
、
開
学
１
１
０
年
を
迎
え
る
伝

統
あ
る
学
園
の
理
事
長
就
任
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

学
祖
石
田
米
助
翁
の
開
学
か
ら
今
日
ま
で

の
長
い
歴
史
の
中
で
は
幾
多
の
苦
難
の
時
代

が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
往
時
の
関
係
者
の
ご
尽
力
で
見
事
乗
り
越

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
先
ず
は
そ
う
し
た

先
人
諸
兄
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
岸
前
理
事
長
の
業
績
は
顕
著
な

る
も
の
で
、
一
時
生
徒
総
数
が
６
０
０
名
前

後
と
い
う
学
園
経
営
の
危
機
に
陥
る
中
、
理

事
長
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
理
事
、
教
職
員
、

同
窓
会
と
一
体
で
こ
の
難
局
を
打
開
し
て
、
本

年
は
４
１
０
名
を
超
え
る
新
入
生
を
迎
え
、
総

生
徒
数
が
１
２
０
０
名
近
く
ま
で
に
復
興
さ

れ
た
業
績
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
新
校
舎
の
建
設
な
ど
順
調
に
発

展
を
み
る
中
、
岸
理
事
長
は
誠
に
残
念
な
が
ら

健
康
を
害
さ
れ
、
理
事
長
職
を
不
肖
私
に
引
き

受
け
て
ほ
し
い
と
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
生
は
そ
の
任
に
非
ず
と
再
三
お

断
り
を
致
し
ま
し
た
が
、
岸
理
事
長
か
ら
昭
和

30
年
代
の
「
山
陽
ド
リ
ー
ム
」
を
と
の
言
葉
に

心
が
動
き
、
母
校
の
た
め
私
で
お
役
立
ち
で
き

る
な
ら
と
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
い
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
高
校
に
入
学
し
た
今
か
ら
59
年
前
の

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）
当
時
の
山
陽
高

校
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー

ほ
か
幾
多
の
運
動
部
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

で
活
躍
し
、
そ
う
し
た
先
輩
達
は
卒
業
後
に
大

学
や
実
業
団
チ
ー
ム
に
進
み
日
本
代
表
選
手

と
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ア
ジ
ア
大
会
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
先
輩
達
の
勇
姿
に
私
共
在
校
生

は
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
も
夢
を
描
い
て

心
躍
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

腕
白
な
校
風
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
運
動
部

の
み
な
ら
ず
文
化
部
活
動
も
盛
ん
で
質
も
実

も
剛
健
で
躍
動
的
な
学
園
で
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
生
徒
数
が
増
え
新
校
舎
も
落
成
し
ま

す
。
次
は
体
育
館
な
ど
の
運
動
施
設
や
文
化
施

設
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
体
が
大

き
く
な
っ
て
も
そ
こ
に
魂
を
持
た
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
に
対
し
、
卒
業
生
も
在
校
生
も
誇
り
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

岸
理
事
長
の
熱
い
思
い
の
「
山
陽
ド
リ
ー

ム
」
と
い
う
魂
を
、
生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
、
理
事
ほ
か
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て

実
現
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

不
肖
私
も
皆
様
と
ご
一
緒
に
希
望
あ
る
学

園
の
未
来
つ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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広島山陽学園  山陽高等学校

山陽同窓生の皆様へ

同窓生が国政へ挑戦 !!
　山陽高校同窓生（昭和52年卒）のあぜもと将吾君が国政への進出を目指して頑張って
いるとお聞きしています。同窓生が国の政治の世界で活躍することは、我々同窓生はもちろんで
すが、在校生にとっても大変心強く励みになることであり、私としても皆さんと共に、是非、実現
するよう応援したいと考えております。

校　長　高　橋　一　志
　

山
陽
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
社
会
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
〇
九
年
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、「
強
い
山
陽
・

さ
わ
や
か
な
山
陽
」
の
実
現
に
む
け
て
、
徹
底
し
た
教

育
改
革
を
進
め
、
特
色
あ
る
、
活
気
に
満
ち
た
学
校
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
化
が
進
む
中
、
本
校
に
お
い
て
も
将
来

的
に
生
徒
確
保
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ど
こ
の
私
立
高
校
に
お
い
て
も
生
き
残
り
を
か
け
、

学
校
挙
げ
て
の
様
々
な
改
革
を
推
進
し
、「
選
ば
れ
る

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
今
回
は
山
陽
高
校
の
改
革
も
含
め
、
皆
様

に
こ
の
一
年
間
の
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

一
つ
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
の
完
成
を
目
指
し
、

同
窓
会
の
皆
様
も
思
い
出
深
い
と
思
わ
れ
ま
す
、
既
存

の
３
・
４
・
５
号
館
校
舎
を
ひ
と
つ
に
集
約
し
た
新
校
舎

建
設
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
七
月
に
は
完
成
予
定
で

す
。
九
月
に
は
新
校
舎
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
校
舎
完
成
後
、
既
存
の
１
・
２
号
館
の
改
築
工
事

も
九
月
、
十
月
に
か
け
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

五
十
年
以
上
使
用
し
た
既
存
の
３
・
４
・
５
号
館
校
舎
の

解
体
工
事
が
十
一
月
よ
り
五
ヶ
月
か
け
進
行
し
て
い
く

予
定
で
す
。

新
校
舎
は
山
陽
高
校
の
顔
と
し
て
も
魅
力
あ
る
も
の
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
完
成
に

よ
り
山
陽
高
校
の
教
育
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
生
徒

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
機
能
的
な
校
舎
で
、
落
ち
着
い

て
学
習
に
励
み
、
学
び
舎
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
築
い

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
校
外
と
の
教
育
連
携
も
積
極
的
に
進
め

て
お
り
、
広
島
国
際
大
学
に
続
き
、
五
月
に
は
環
太
平

洋
大
学
と
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し
、
大
学
体
験
や
進

路
選
択
に
お
い
て
高
校
と
大
学
と
の
間
で
の
密
な
連
携

を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
吉
備
国
際
大
学
、
岡

山
理
科
大
学
、
広
島
経
済
大
学
、
広
島
修
道
大
学
、
広

島
女
学
院
大
学
な
ど
の
大
学
と
も
連
携
を
し
て
お
り
、

進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
大
学
で
の
学
び
を
体
験
す
る

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
取
り
組
み
も
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
進
路
意
識
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
の
成
果
も
あ
り
、
平
成
二
七
年
度
の

３
年
生
の
進
路
決
定
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
自
の

持
ち
味
を
生
か
し
希
望
の
進
路
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
元
、
広
島
の
大
学
を
中
心
に
多
く
の
生

徒
が
大
学
進
学
の
夢
を
か
な
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就

職
に
関
し
ま
し
て
も
、
公
務
員
関
係
で
は
広
島
市
役
所

を
は
じ
め
、
刑
務
官
採
用
試
験
、
税
務
職
員
採
用
試
験

へ
の
合
格
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
の

ト
ヨ
タ
自
動
車
へ
の
内
定
な
ど
、
大
手
・
有
力
企
業
へ

の
内
定
を
次
々
と
い
た
だ
く
な
ど
、
今
年
も
健
闘
が
光

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
が
、
今
年
は
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
、
空
手
道
部
、
自
転
車
競
技
部
、
新
体
操
部

が
全
国
大
会
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
部
か
ら
国
体
メ
ン
バ
ー
も
選
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
つ
き
ま
し
て
は
男
子
が

総
体
・
選
手
権
・
新
人
戦
全
て
に
お
い
て
県
３
位
、
中

国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
ほ
か
、
創
部
五
年
目
の
女
子

も
総
体
・
選
手
権
で
準
優
勝
、
中
国
大
会
ベ
ス
ト
４
の

実
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
卓
球
部
、
ホ
ッ

ケ
ー
部
、
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
中
国
大
会
に
出
場
、

活
躍
し
ま
し
た
。
文
化
系
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
活
発
に

活
動
を
続
け
て
お
り
、
特
に
和
太
鼓
部
は
地
域
の
中
学

校
で
の
演
奏
活
動
な
ど
を
通
じ
て
非
常
に
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

入
試
に
つ
き
ま
し
て
も
、
少
子
化
に
よ
り
多
く
の
学

校
が
受
験
者
・
入
学
者
を
減
ら
す
中
、
本
校
は
こ
こ

数
年
安
定
し
た
入
学
者
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

平
成
二
八
年
度
入
試
に
お
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
高
い

学
力
層
の
中
学
生
た
ち
が
数
多
く
受
験
し
て
く
れ
る
な

ど
、
確
実
に
「
山
陽
」
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
次
第
で
す
。

　

以
上
、
学
校
の
近
況
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
成
二
九
年
に
は
創
立
一
一
〇
周
年
記
念

式
典
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
も
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
衷
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 28 年度　山陽同窓大会のお知らせ
日　時：平成 28 年 6 月 18 日（土）
受　付：午後 6 時より
会　場：ホテルグランヴィア広島　ＴＥＬ 082 － 262 － 1111
会　費：6,000 円（平成 22 年度卒業以降の方は 3,000 円）
申込締切日：平成 28 年 5 月 20 日（金）まで
お問合せ先：山陽同窓会事務局
　　　　　　〒 733-8551　広島市西区観音新町 4 － 12 － 5
　　　　　　TEL 082 － 232 － 9156　 FAX 082 － 232 － 2497
　　　　　　E-mail　dousoukai@sanyo.ed.jp

山陽同窓会 会長　城戸常太

※写真は平成26年度 山陽同窓大会のものです。

しょうご
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新校舎建設開始
2016年夏完成予定！！

北エリアに来客用玄関と事務局を配置

北エリアに芸術教室群、中央に吹抜け交流スペース

北エリアに職員室、南北エリアに 9 教室を配置

北エリアに家庭科・理科教室、南エリアに教室群

　　１階北エリアには、正門から連動する形で来客用玄関と事務局を配置しています。
また、南エリアには理事室・校長室・進路指導室など学校運営に関連する施設が並んでい
ます。校舎中央には２階につながる生徒出入口を設置。二重アーチの堂々とした外観は
新校舎のシンボル的存在です。また、東側には生徒用駐輪スペースが用意されます。

　　３階北エリアは、書道教室・音楽室・美術室といった芸術ゾーンとなっています。
また南エリアには８教室を設定。海を臨む絶好の環境です。さらに中央部分は吹抜けと
なっており、交流スペースが設けられる予定です。

４階南エリアは瀬戸内海を一望するオーシャンビュー。西角には交流の場としてのラウンジ
スペースが設けられる予定です。北エリアには理科実験室、家庭科調理実習室、家庭科被服室な
どの特別教室プラス一般教室が配置されます。中央部吹き抜けは自然採光となっており、やわら
かな光が降り注ぎます。

２階北エリアには職員室を配置。これまで学年ごとにあった職員室が一つに集約され
ます。また、北エリアに３教室、南エリアに６教室を設定。内装は、木質系の仕上材を使用
することで温かみのある、落ち着いた雰囲気の空間となる予定です。男子トイレ・女子ト
イレも各階に設けられています。

平成27(2015)年７月４日、新校舎起工式が行われ、いよいよ新校舎建設工事が
スタートしました。現在の３号館・４号館・５号館を解体し、新館・１号館・２号館に
施設設備の再編成を行う大規模プロジェクトとなります。

1F

2F

3F

4F
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たが、晴天のホッケー日和で各チームに分かれて楽しくゲームを
行い最後にご褒美を頂き喜んで散会いたしました。剣道では、ホッ
ケー、ハンドとは別日となりましたが、参加者（小中学生６０名 
保護者４０名 ＯＢ３０名）で楽しく、そして真剣に汗を流す事がで
きました。
　次年度以降も継続事業として開催したいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　ホッケー部ＯＢ　宮本　隆三

　山陽同窓会の生徒支援推進委員会が平成 26 年に結成され
た広島山陽クラブＯＢ会連合会と協議して第 2 回秋のイベントを
ホッケー部とハンドボール部 , 剣道部が開催いたしました。
　山陽高校のクラブ活動のＰＲ活動を行い、世に知らしめ将来小・
中学校の生徒が山陽高校に入学をして頂ければとの思いで行っ
てまいりました。
　ホッケー教室では、当日、生憎他のホッケー大会と重なり少人
数（中学生４名 小学生７名 幼児７名 保護者４名 ＯＢ９名）でし

剣道部レクリエーション大会

ホッケー&ハンドボール教室

山陽クラブOB会連合会 第2回イベント

山陽同窓会会報5



 

◆
高
校
在
学
中
の
想
い
出

　

本
校
に
は
祖
父
が
山
陽
中
学
の
時
代
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
祖
父
は
私
が
山
陽
高
校
に
入
学
し
た

際
、
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
入
学
し

た
際
、
私
は
特
進
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
、
ク

ラ
ブ
活
動
な
ど
に
所
属
す
る
こ
と
は
な
く
、

常
に
勉
強
の
日
々
で
し
た
。
今
で
は
車
の
免

許
も
取
得
し
ま
し
た
の
で
、
観
音
ま
で
遠

く
感
じ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は

免
許
を
持
っ
て
い
る
訳
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
自
転

車
で
約
１
時
間
か
け
て
通
学

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当

時
０
限
と
い
う
１
時
限
目
の

前
に
授
業
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
朝
早
く
起
き
る
こ
と
が

苦
手
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
非

常
に
辛
か
っ
た
こ
と
も
今
で

は
い
い
思
い
出
で
す
。

◆
卒
業
後

　

本
校
を
卒
業
後
、
私
は
北
海
道
の
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
、
東
京
の
品
川
に
あ
る
高
輪
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
職
場
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
？
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
の
嬉
し
さ
を
覚
え
ま
し

た
。
大
学
卒
業
後
、
二
葉
で
働
き
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
年
前
の
２
月
に
新
し
く
二

葉
を
建
て
替
え
、
総
支
配
人
と
な
り
、
今
ま

で
以
上
に
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
空

間
を
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
結
婚
式
・
披
露
宴
を
行
わ
れ
る

方
達
に
、「
二
葉
で
披
露
宴
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
お
客
様
か
ら

仰
っ
て
頂
け
る
様
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
越
し
に
な
ら
れ
る
お
客
様
へ
「
最

高
の
お
も
て
な
し
を
」
と
い
う
先
代
か
ら
の

言
葉
を
忘
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
若
い
私
で
す
が

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
卒
業
後
、
結
婚
式
を

お
考
え
の
皆
様
も
是
非
二
葉
へ
見
学
に
来
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

石井	徹祐
平成１６年　普通科卒

株式会社	二葉
総支配人取締役新OB探訪OB探訪OB探訪
二葉―つなげよう―  山陽のわ

お店紹介
　鶴羽根神社の神々に見守られるよ
うに建つ「二葉」は、宿泊施設であった
ものを、昭和二十二年に料亭として創
業したのが始まりです。
　創業から半世紀以上、結婚式やご結
納のほか、重要なご会談やご接待など
でもご指名をいただいております。
厚生林の茂る霊験あらたかな二葉山
を背景に、樹齢数百年の木々を配した
ダイナミックかつ繊細な表情の庭、凛
と美しい表情で佇む現代和風建築も
併せてご覧ください。
　日本の伝統を今に表現する和モダン
の空間とおもてなし、そして現代和食
の真髄を追及した料理は、美意識の高
い皆さまに、きっとご満足いただけるこ
とでしょう。

至 横川

白島
交差点

饒津神社饒津神社

鶴羽根神社

ゆめマート

明星院明星院

二　葉

白島電停

家庭裁判所前
電停

縮景園前電停

縮景園
新幹線高架

白
島
通
り

城
北
通
り

二葉通り

饒津ガード
交差点

京
橋
川

広島駅

店舗名　二葉　FUTABA

創　業　1947 年（昭和 22 年）

住　所　広島県広島市東区二葉の里 2 丁目 5-11

ＴＥＬ　（082）261-0191

ＦＡＸ　（082）263-7151

ＵＲＬ　http://futaba-tsuruhane.com

E-mail　info@futaba-tsuruhane.com

取扱品目　挙式・披露宴
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上段左から	JＢ野田、JＢ竹内、ＫA川原、ＫA西川、ＫＢ赤石、ＫＢ沢田
中段左から	FD大窪、FD山口、FE中山、FE藤山、JA山田、JA児玉
下段左から	FA今井、FA久保田、FB的場、FB近藤、FC掛、FC道下

Ｆ
Ａ　

今
井　

里
沙

　
　
　

久
保
田　

智
哉

Ｆ
Ｂ　

的
場　

仁
美

　
　
　

近
藤　
　

輝

Ｆ
Ｃ　

掛　

有
莉
咲

　
　
　

道
下　

竜
哉

Ｆ
Ｄ　

大
窪　

里
菜

　
　
　

山
口　

仁
汰

Ｆ
Ｅ　

中
山　

雛
乃

　
　
　

藤
山　

英
大

Ｊ
Ａ　

山
田　

あ
い
こ

　
　
　

児
玉　

伸
哉

Ｊ
Ｂ　

野
田　
　

衣

　
　
　

竹
内　
　

彗

Ｋ
Ａ　

川
原　

大
弥

　
　
　

西
川　

順
一

Ｋ
Ｂ　

赤
石　

隆
臣

　
　
　

沢
田　

幸
大

今年の卒業生から18名が代議員に選出されました。
※各クラス２名

新しく308名の新会員が同窓会に入会しました!!

空手道部　男子団体　第３位
男子ハンドボール部　準優勝

新人大会出場

女子ハンドボール部　　優勝

理事長退任のご挨拶
岸英雄前理事長

　
同
窓
会
並
び
に
役
員
の
皆
さ
ま
、平
成
９
年
に
同

窓
会
を
山
下
前
同
窓
会
長
を
中
心
に
再
立
ち
上
げ

を
し
て
、母
校
を
無
く
す
な
と
学
園
運
営
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
、早
い
も
の
で
足
掛
け
19
年
に
な

り
ま
す
。こ
の
度
は
、私
の
体
調
不
良
で
任
務
が
果

た
せ
な
く
な
り
、27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
15
年
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
理
事
長
の
役
を
理
事
会
の

承
認
を
い
た
だ
き
退
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
後
任
に
は
将
来
の
山
陽
高
校
の
こ
と
を
考
え
て
、

た
く
さ
ん
の
任
務
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
元
Ｊ
Ｏ
Ｃ

専
務
理
事
の
市
原
先
輩
に
山
陽
ド
リ
ー
ム
を
訴
え

て
無
理
を
承
知
な
が
ら
何
度
も
頭
を
下
げ
て
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、山
陽
高
校
開
学
１
１
０
周
年
の
山

陽
ド
リ
ー
ム
に
心
傾
け
て
い
た
だ
い
て
年
度
末
に

４
月
よ
り
の
就
任
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
で
、山
陽
高
校
の
将
来

展
望
が
大
き
く
開
け
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。市
原
新
理
事
長
の
下
で
名
門
山
陽
高
校
の
復
活

へ
向
け
て
、力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。長

い
間
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 報 告国体出場 総合体育大会出場

選抜出場

選抜県予選県予選大会

陸上競技部	 梅田夏希 男子サッカー部　　　第３位
女子サッカー部　　　準優勝
自転車競技部　　　藤田　睦
女子ハンドボール部　　優勝
新体操部　　　　　金田翼佐

男子サッカー部　　　第３位
女子サッカー部　　　準優勝
女子ハンドボール部　　優勝

女子ハンドボール部　　優勝
男子ハンドボール部　準優勝

国際選抜出場

書道部　　　　　　錦織　愛
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編集後記
　

1
年
に
1
回
の
こ
の
会
報
誌
で
す
が
、内
容
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

ご
意
見
や
ご
要
望
、載
せ
て
ほ
し
い
記
事
、頑
張
っ
て
い
る
山

陽
Ｏ
Ｂ
の
情
報
、こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
…
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。さ
て
、1
年
は
早
い

も
の
で
、26
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
記
事
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、現
在
正
門
入
って
す
ぐ
右
側（
軟
式
テ

ニ
ス
の
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
所
）に
新
校
舎
を
建
設
中
で
す
。こ
の
夏

完
成
予
定
で
す
の
で
、お
近
く
に
来
た
際
は
ぜ
ひ
見
て
いっ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、今
年
か
ら
剣
道
も
加
わ
り
、ホ
ッ

ケ
ー・ハン
ド
ボ
ー
ル・剣
道
の
3
ク
ラ
ブ
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。毎
年
1
つ
ク
ラ
ブ
活
動
が
増
え
て
い
く
予
定
な
の
で
、今

年
の
秋
の
イ
ベン
ト
も
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
6
月
18
日
は
、毎
年
恒
例
の
同
窓
大
会
が
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
以
来
、少
し
足
が
遠
の
い
て
い

る
Ｏ
Ｂ
の
方
も
多
い
の
で
は
？
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど
の
大
会
で

つ
い
母
校
の
結
果
を
気
に
し
て
し
ま
う
方
も
多
い
事
か
と
思
い

ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
24　
橋
本　
雅
己

昭
25　
落　
　
　
満

昭
29　
空
本　
　
明

昭
29　
中
島　
義
則

昭
30　
三
木　
善
弘

昭
37　
右
近　
義
信

昭
40　
山
縣　
慶
猛

昭
41　
山
下　
義
文

昭
41　
高
下　
道
寿

昭
42　
武
下　
敏
治

昭
43　
田
島　
　
博

昭
43　
谷　
　
恵
介

昭
43　
平
岩　
吉
満

昭
44　
櫻
井　
博
志

昭
47　
岡　
　
信
行

昭
52　
奥
谷　
　
求

昭
54　
長
野　
　
宏

昭
56　
中
川　
　
修

昭
57　
中
野
重
次
郎

平
１　
小
西　
隆
博

平
23　
堂
河
内
優
貴

平
23　
中
元　
大
貴

平
25　
瀧
谷　
　
実   

平
27　
卒
業
生
189
名

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
30　
梅
谷　
博
文

昭
33　
宮
崎　
裕
也

昭
33　
登　
　
武
彦

昭
36　
角
田　
　
純

昭
45　
森
田　
美
穂

昭
47　
加
島　
徳
司

◎
全
日
制
・
情
報
処
理
科

平
13　
阿
草　
　
宏

◎
全
日
制
・
情
報
会
計
科

平
27　
卒
業
生
49
名

◎
全
日
制
・
機
械
科

平
25　
小
谷　
剛
生

   

平
27　
卒
業
生
70
名

年
会
費
か
ら

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

◎
旧
制
中
学

昭
12　
頼
実　
正
弘

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
31　
柿
内　
幹
章

◎
第
一
商
業

昭
17　
上
野　
正
行

昭
20　
前
反　
達
哉

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
25　
岸　
　
宗
夫

昭
25　
西
本　
湧
一

昭
32　
坂
本　
良
夫

昭
33　
柴
崎　
静
加

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
35
　
和
田
　
長
生

昭
35
　
稲
田
　
正
輝

昭
42
　
山
下
千
由
士

年
会
費
納
入
者

◎
旧
制
中
学

　
昭
17　
平
岡
吉
太
郎

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
32　
細
田　
正
博

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
25　
小
中　
武
志

昭
25　
橋
本　
直
生

昭
34　
高
橋　
　
毅

昭
43　
石
田　
久
満

昭
43　
丸
山　
道
信

昭
44　
石
丸　
光
男

昭
45　
澤　
幸
次
郎

昭
46　
中
本　
和
東

昭
47　
宇
根　
弘
明

昭
47　
錫
木　
康
夫

平
12　
田
代　
大
督

平
20　
角
川　
俊
明

平
21　
宗
近　
優
利

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
25　
石
田　
英
雄

昭
37　
田
村　
仁
宏

昭
38　
藤
田　
芳
穂

昭
40　
白
井　
　
明

昭
60　
半
田　
　
隆

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
44　
松
島　
博
幸

平
10　
多
元　
義
彦

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

Ｈ
27･

4
月
～
Ｈ
28･

１
月
末

◎
旧
制
中
学

大
正
13　
二
森　
　
馨

大
正
13　
渡
邉　
義
亘

昭
和
６　
石
田　
秋
夫

昭
和
７　
正
化　
　
猛

昭
和
10　
信
川　
信
二

昭
和
12　
原
田　
　
功

昭
和
13　
山
口
紀
三
郎

昭
和
15　
渡
邉　
睦
雄

昭
和
17　
下
村　
安
男

昭
和
18　
松
田　
　
滋

昭
和
18　
佐
藤　
説
男

昭
和
19　
平
沢　
武
雄

昭
和
19　
土
岸　
初
日

昭
和
20　
桐
本　
　
勝

昭
和
20　
有
岡　
邦
雄

昭
和
20　
福
田　
生
実

昭
和
21　
明　
平
八
郎

昭
和
21　
迫
田　
昭
二

昭
和
21　
木
谷　
　
清

昭
和
22　
楠
本　
卓
夫

◎
第
一
商
業

昭
和
15　
清
水　
繁
生

昭
和
17　
板
倉　
信
夫

昭
和
17　
平
林　
　
昇

昭
和
18　
福
田
三
六
郎

昭
和
19　
中
本　
豊
躬

昭
和
19　
西
本　
　
至

昭
和
20　
松
脇　
義
治

昭
和
20　
森
岡　
光
治

昭
和
21　
湊　
　
　
啓

昭
和
21　
栗
原　
柾
夫

昭
和
21　
川
久
保
正
徳

昭
和
22　
須
崎
丈
太
郎

昭
和
23　
吉
岡　
　
章

昭
和
23　
小
田　
幸
雄

◎
第
ニ
商
業

昭
和
15　
筒
井　
時
雄

昭
和
16　
大
田　
義
弘

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
和
26　
岩
本　
富
之

昭
和
26　
平
田　
　
佐

昭
和
27　
加
藤　
建
三

昭
和
29　
貞
永　
博
壮

昭
和
30　
山
本　
　
湊

◎
定
時
制
・
商
業
科

昭
和
32　
曽
根
新
太
郎

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
和
25　
大
勢
登
康
憲

昭
和
29　
廿
日
出
正
公

昭
和
29　
大
須
賀
道
彦

昭
和
29　
林　
　
　
保

昭
和
31　
中
丸　
　
清

昭
和
32　
河
野　
啓
二

昭
和
32　
中
田　
幸
雄

昭
和
34　
松
尾　
和
良

昭
和
35　
府
木　
英
雄

昭
和
36　
今
村
田　
正

昭
和
38　
眞
倉　
勝
洋

昭
和
38　
亀
田　
征
彦

昭
和
38　
石
田　
丕
士

昭
和
41　
和
泉　
忠
男

昭
和
43　
　
木　
昭
幸

昭
和
47　
大
迫　
陽
樹

昭
和
47　
斉
藤　
克
美

昭
和
50　
小
中　
義
明

昭
和
52　
中
村　
祐
次

昭
和
59　
浜
田　
幹
治

平
成
10　
竹
廣　
　
勝

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
和
24　
本
田　
　
弘

昭
和
25　
高
山　
博
之

昭
和
25　
今
田
啓
三
郎

昭
和
25　
三
浦　
喜
正

昭
和
29　
日
浦　
将
行

昭
和
29　
大
内　
恒
弘

昭
和
30　
樽
本　
昌
躬

昭
和
30　
蒔
田　
定
夫

昭
和
30　
浜
田　
　
積

昭
和
31　
吉
本　
隆
司

昭
和
31　
滝
口　
法
司

昭
和
34　
石
原　
明
典

昭
和
35　
迫　
　
泰
栄

昭
和
36　
横
田　
武
彦

昭
和
40　
向
井　
博
男

昭
和
41　
景
山　
　
茂

昭
和
54　
迎　
　
秀
敏

昭
和
58　
船
石　
清
秋

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
和
41　
村
本　
克
宏

昭
和
42　
中
川　
司
郎

電　

報

◎
東
広
島
市
議 

当
選

　
奥
谷　
　
求 

普
通
科
52
年

　
中
川　
　
修 
普
通
科
56
年

◎
熊
野
町
議 
当
選

　
竹
爪　
憲
吾 

普
通
科
47
年

◎
坂
町
議 

当
選

　
大
田　
直
樹 

普
通
科
43
年

　
ご
寄
付
ご
芳
名

◎
旧
制
中
学

　
昭
13　
山
口
紀
三
郎

◎
第
一
商
業

　
昭
17　
故 

板
倉 

信
夫

◎
全
日
制
・
普
通
科

　
昭
24　
橋
本　
雅
己

　
昭
33　
大
森　
弘
一

◎
全
日
制
・
商
業
科

　
昭
53　
奥
田　
　
豊

同
窓
大
会
の
時
の
ご
寄
付

◎
第
一
商
業

　
昭
17　
國
森　
　
守

◎
全
日
制
・
情
報
処
理
科

　
平
22　
空
川　
裕
司

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
納
入
者

Ｈ
27・４
月
～
Ｈ
27
・
3
月

終
身
会
費
納
入
者

◎
旧
制
中
学

昭
19　
乗
重　
久
夫

昭
20　
紀
伊
久
太
郎

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
30　
石
津　
一
知

昭
35　
太
刀
掛
靖
明
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